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田原町太平洋岸総合整備促進協議会�

写真／田原町立六連小学校「荒れ地に水を」�

2000.10.1

　昭和10年2月愛知県の北端、富山村から耕地を

求めて11名が分村移住した六連の富山地区は、当時、

不毛の原野だった。また、豊川用水が通水するまで

の表浜一帯には、利水できるような河川・ため池も少

なく、「水が欲しい」が合言葉になっていた。�

　入植した富山の人々は指導者のもとで、手はかか

るが芋や麦より高く売れるスイカの栽培を始めたが、

作物は水が無ければ育たない。�

　そこで、井戸を掘ってはみるものの80メートル掘っ

ても水は出なかった。次第に水をめぐる争いがおこる

ようになり、一時は故郷富山に帰ろうということになる。�

　最終的には、近くの集落に住む人々の協力が得ら

れ、水を確保することが出来た。そして、今や六連は

スイカの名産地となった。�

　これは、六連小学校の学芸会で、4年生が全員で

演じる劇「荒地に水を」のあらすじである。�

�

1P…◇特集「表浜の農地」豊川用水・農地整備など�

5P…◆表浜むかし話「水の乏しかった頃」�

6P…◇協議会の活動報告�

7P…◆表浜写真館　◇平成12年度事業計画�

�

第2号�表浜地域づくり情報誌�
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�

特集�

◆貧農からの飛躍�

◆豊川用水事業�

藁で牛の飼葉を作る農家風景（写真提供：冨田勇）�

豊川用水サイフォン工事（大草周辺）�

日本有数のかんがい施設・農地整備を成し遂げた先人達の偉業
を振り返り、こうして築かれた農業基盤を次の時代に向けてどうす
べきかを考えなければならない時が来ています。�

　太平洋に突き出した渥美半島の特に表浜（遠州灘沿岸）側は、その地形・地質

から極度に水が不足し、強酸性の痩せ地にイモ類や麦を栽培し、加えて養蚕、漁

業などでようやく生計を維持する貧しい農村地域であった。�

　昭和43年念願の豊川用水通水により、永い間苦しめられてきた水問題が解消

された渥美半島は、豊川用水受入のために昭和37年頃から地域一丸で取り組ん

だ農地基盤整備と、温暖な自然条件、市場へのアクセスの良さ、日本の経済成長・

所得水準の向上による消費動向の変化に適合した農産品の生産等が相まって、

露地野菜、施設園芸、果樹、畜産を主とする全国有数の生産地へと変貌を遂げた。�

�

�

　昭和36年頃から太平洋岸の高台を、アメリカ製大型土木機械が海鳴りの如き唸り

をあげて水路を掘削し、大型ダンプが忙しく行き交う姿が遠くから望まれた。この様

にして用水路、管理用道路が完成し、低地は車が走れるほど大きなサイフォン（管）

が下流へと延びて行った。�

�

　豊川用水は、大正10年頃赤羽根町出身の近藤寿市郎によって提唱されたと言わ

れ、昭和2年農林省の大規模農業利

水調査で初めて取り上げられたが、戦

争の拡大とともに計画は一旦消滅した。�

　折りしも、第二次世界大戦後の食糧

増産と失業救済のために、各地で未

墾地開墾と水利拡大が進められる中、

農林省は昭和24年宇連ダムの築造に

着手した。�

　その後、当地域が国土総合開発法に基づく「天竜東

三河特定地域」に指定され、豊川用水計画は改訂を重ね、

また、水源確保では、愛知県・長野県・静岡県等で協議

を重ね、愛知県を流れる天竜川支流の振草川と大入川

からの導水に加え、天竜川本流に造られた佐久間湖か

ら分水を得ることとなった。�

　こうして、幹線水路112km、支線水路550km、受益面

積約2万ha、農業用水のほか上水道・工業用水を供給

する総合開発事業として昭和24年の着工以来、19年の

歳月と約488億円の巨費を投じて昭和43年5月に完成・

全面通水を見るに至った。�

　豊川用水は、特に畑地かんがいの点で特徴的な成功

を収め、また、都市用水・工業用水の供給面で東三河の

発展に欠くことのできない役割を果たした。�

�

 

�

まめ類�

えんどう�

振草トンネル�

宇連ダム�

佐久間導水路�

大野頭首工�

牟呂松原頭首工�駒場池�

初立池�

万場調整池�

芦ヶ池調整池�

�

河　川　�

用水路�

佐久間ダム�
大入トンネル�

寒狭川導水路�

牟呂松原幹線水路�

牟呂用水路�

水資源開発公団�
豊川用水総合事業所�

東部幹線水路�

三ツ口池�

松原用水路�

大原調整池�

東西分水工�

大野導水路�

大島ダム�

大入頭首工�
新豊根ダム�

振草頭首工�

寒狭川頭首工�

西部幹線水路�

蒲郡調整池�
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�

　豊川用水幹線工事と並行し、田原町内でも支線水路工事が着手さ

れた。知多半島で行われた愛知用水を参考に、幹線と末端設備を同時

に完成させるために畑地かんがいを含めたほ場整備が必要だった。�

　このほ場整備では、太平洋岸の六連、東部、神戸、大草、汐川右岸

以東を第１土地改良区、加治、大久保、野田、芦村、仁崎及び大字田

原の清谷川右岸までを第2土地改良区、清谷川左岸の大字田原、童

浦一帯を第3土地改良区とし、それぞれ事業を開始した。�

　比較的経営規模の大きな畑作農業に特徴があった第１土地改良

区の区域では、土地の実体把握や受益地加入への抵抗もあったが、

昭和37年の志田原開墾を皮切りに、太平洋岸一帯の畑地で大規模

ほ場整備が一斉着手され、昭和41年にほぼ完了した。�

�

�

 �

 �

 �

�

�

�

�

�

◆豊川用水の受入のための農地基盤整備�

◆営農の変化�
�

◆農業基盤整備の先進地�
日本有数の大規模かんが

い施設として、毎年、世界

各国からの農業研修生が

田原町を訪れています。�

�

�

�

�

�

�

�

富山地区開墾碑前で記念写真�
を撮る国際協力事業団研修生�

�
　農業粗生産高の全国ランキング（H10年）�

　1位…豊橋市　　 2位…渥美町　　14位…田原町�
●46位…赤羽根町�
�
　田原町の全国ランキング上位作物（H10年）�

●ブロッコリー…1位　●きく…5位　　　　　●キャベツ…8位�
●トマト…11位　　　 ●露地メロン…24位　●すいか…31位�
●温室メロン…29位　●レタス…37位�
�

�
田原町第1土地改良区�

組合員数1,289人、地区地籍1,412ｈａ�

昭和37年度志田原（大草）から事業開始�

ほ場整備事業（昭和38～40年度、延べ626.4ha、154,785千円）�

農用地造成事業（昭和37～40年度、延べ565.98ha、146,625千円）�

�
�

昭和37年作成の地形図�

平成7年撮影の航空写真�

【整理前】�
大草地区�

【整理後】�
大草地区�

調査資料：東海農政局「愛知農林水産統計」�
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田原町の農作物作付面積の推移�

その他�
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　畑地かんがいにより、各畑に埋め込まれた立ち

上がりのハンドルを回すだけで、瞬時に豊川用水

からの水が噴き出すようになった。�

　水が確保されたことにより、栽培作物は需要に

応じた収益性の高い物へと変化し、昭和30年代

主流だったサツマイモ、麦、落花生から、キャベツ・

ブロッコリー・スイカなどの露地野菜、菊・メロンなど

の施設園芸作物へと移行し、今やその主要産地

となっている。�

豊川用水
幹線水路

�

豊
川
用
水
通
水（
昭
和
43
年
）�
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◆地域の将来に向けて�

農村・農地再生プラン�
（平成10年10月策定の農地エリア整備の地元検討書）�

�

　農産物市場の国際化が進展し、我が国の食糧自給率は遂に40％を割込む中で、国
内有数の農業地帯であるこの地域においても、耕作放棄などによる農地荒廃、農業の
環境対策、高齢化・後継者問題など多くの課題を抱えています。今後、この地域が恵ま
れた各種条件を生かした農業を展開するために何が必要かを、4名の方 に々伺いました。�

　協議会に農地整備専門部会を設け、現状を把
握した上で、地域発展に必要な整備の地元案を
作成しました（検討期間：H9.11～H10.10）。�
　※この報告書は各校区公民館にあります。�
�

農地エリアの現況・課題の把握及び整理�

↓　・アンケート調査、現況マップ作成�

農地エリアの土地利用構想の作成�

↓　・問題改善のための提案、事業計画立案、土地利用構想図作成�

実現に向けての課題整理�

　　・町等施策との調整、地域・関係者の合意形成、事業化のための方策・準備�

�

西山　　作（63歳・六連字一本木）露地野菜�

露地野菜は規模拡大、施設園芸

は技術の高度化により儲かる農

業を実現し、後継者が好んで就

農する環境を整える必要がある。

また、露地でも施設でも農地を集

積し効率化を図るとともに、作物

に適した土壌改良を行って、生産

コストを低下させなければならな

いと思う。�

�

�

冨田　信也（48歳・大草字辷り）露地野菜�

産地として生き残るために、農家

個 で々出来ることには限界があり、

非農家も含めた農地と集落の総

合的面整備を行い、生産効率の

向上を図らなければならない。�

また、農業だけではなく、居住・生

活の場としても魅力ある地域づく

りをしなければ、後継者は育たな

いと思う。�

�

田中　信之（47歳・谷熊字太神）施設園芸�

施設園芸でも農地集約による効

率化を図り、気候・水供給・流通

体制での優位性に加え、産地競

争力を向上させなければならない。�

土地を守って行くだけの農業では、

後継者にとって魅力がない。利

益を出せるように、農地基盤の再

整備が必要だと思う。�

�

山本　和宏（40歳・南神戸字本郷）露地野菜・たばこ�

六連から大草にかけて大規模な

基盤整備が必要と思うが、まずは

５ha程度のほ場整備からモデル

的に実施し始める必要がある。�

やる気のある農家が生き残れる

ような優良農地を、次の世代に引

き継ぐために基盤を整えるのが今

農業に携わる我々の役割だと思う。�

�

�

interview
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◆農地基盤を支える大型プロジェクト�

◆この地域に関わる国家プロジェクト�

　豊川水系唯一の宇連ダム（貯水
量2842万トン）を補完し、東三河の
慢性的な水不足に歯止めをかける
ため、昭和63年に農林水産省東海
農政局が鳳来町の宇連川支流大
島川に大島ダム建設計画を発表。�
　平成3年鳳来町と建設合意、平成
5年水没世帯補償交渉が成立し、平
成7年5月から貯水量1130万トンの
重力式コンクリートダムの本体工事
が始まった。�
　平成11年度で本体工事がほぼ完
了し、平成12年10月から試験湛水、
平成14年度から本格利用が開始さ
れる。�

　建設省が北設楽郡設楽町の豊川に計画

している治水・利水の多目的ダムで、貯水量

1億トンで建設に向けての調査が進められ

ている。�

�

�

伊勢湾口道路（建設省）　�
�

豊川用水二期事業（水資源開発公団）� 設楽ダム計画（建設省）�

大島ダム（ 　　）�
�

　伊勢湾口道路は、静岡県西遠地域から渥美半島を縦貫し、伊
勢湾口部を横断して、三重県の志摩半島に至る延長約90kmの
海峡横断道路プロジェクトの構想で、平成6年には地域高規格
道路の候補路線「三遠伊勢連絡道路」として指定され、平成10
年の新・全国総合開発計画においても調査を進めることが明記
された。�
　また、多軸型の国土構造の実現を目指し、沖縄から九州、四国、
紀伊半島を経て伊勢湾沿岸に至る地域に構想されている「太
平洋新国土軸」の一翼を担う
道路である。�
　建設省は、昭和60年度から
伊勢湾環状道路の一環として
基礎調査に着手し、平成6年度
からは、新たな交流圏の形成に
よる地域の活性化、振興を図る
海峡横断プロジェクトとして調
査を継続している。�
�

多極型の国土構想図�

ほくとう国土軸�

西日本国土軸�

太平洋新国土軸�

日本海国土軸�

大島ダム（H12.9撮影）�

　豊川用水施設は全面通水開始以来30余年を経過し、漏水・破損事故が

頻繁におこり、適切な水配分や安全性を維持することが難しくなってきている。

　このため、平成11年度から平成20年度までの予定で水路施設の改築、幹

線水路の複線化等の工事を行っている。�

�

（水資源開発公団）�

豊川総合�
用水事業�
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　この地域も、昔とは違い様 な々職業の方々が暮らしています。�

　しかし、その殆どが農業振興地域の農用地に指定されてい

ることから、今も農業・農地の在り方を抜きにして、この地域の

整備は考えられないという点では変わりありません。�

　少子・高齢化や、多様化するライフスタイルの中で、地域資

源を活用した発展を成し遂げるためには、土地利用の共通す

る神戸・大草・六連・東部校区の住民が主体となり、共に考え、

行動することがその実現の近道ではないでしょうか。�

�

H8.1　　協議会発足　　�
H8.3　　沿岸部に関する地元要望作成�
H9.3　　基本構想「サングリーン２１」策定�
　　　　　方向性≫・自然環境の保全と活用　　　　　　　　　�
　　　　　　　　　・農業基盤、農村環境の整備　　　　　　　　�
　　　　　　　　　・観光・レクリエーション施設の整備　　　�
　　　　　　　　　・幹線道路の整備　　　　　　　　　　　　�
　　　　　展　開≫・太平洋岸の魅力を発信するイベントの開催�
　　　　　　　　　・海浜・崖森・農地エリアのエリア別の整備促進�
　　　　　　　　　・渥美半島全体の連絡調整�
　　　　　　　　　・関係機関への要望運動等の展開�
H9.11　 専門部会設置�
　　　　 H10.3　 海浜・崖森エリアの基本計画策定　�
　　　　 H10.10　農地エリア整備の地元検討書作成�
H10.11　第1回表浜自然ふれあいフェスティバル開催�
H11.10　第2回表浜自然ふれあいフェスティバル開催�
�
�
�

◆海岸整備（県事業）　　�

　◇海岸保全事業：東神戸海岸◇海岸治山事業：南神戸・東神戸・六連海岸�

◆拠点地区の整備促進（町事業）�

　◇海岸公衆便所建設：谷ノ口海岸（Ｈ9）、大草海岸（Ｈ10）、百々海岸（Ｈ11）�

　◇海岸駐車場整備：大草海岸（H11）、百々海岸（H12）�

　◇海岸進入道路整備：大草海岸（H11～）�

�

�
◆表浜自然ふれあいフェスティバル（協議会事業）�

　◇メイン会場：H10谷ノ口海岸、H11大草海岸、H12百々海岸�

●役　員　会　　　長　小笠原泉（東部校区総代）�
　　　　　副　会　長　河合孝治（六連校区総代）、渥美博孝（神戸校区総代）、竹内秀夫（大草校区総代）�
●委　員　町議会議員　大羽敏、河辺正男、彦坂雄三、冨田秀穂、多田辰郎、伊与田知養、川口治吉�
　　　　　漁業関係者　冨田正和（神戸漁業協同組合組合長）、西山初雄（六連漁業協同組合組合長）、広中一盛（神戸漁業協同組合）�
　　　　　町農業委員　福井義信、鈴木敏夫、西山作、安田和司�
　　　　　役場関係者　川口保夫（助役）、鈴木啓之（教育長）、河辺光明（経済部長）、鵜飼正彦（建設部長）�
　　　　　　　　　　　光浦貞佳（都市整備部長）�
●顧　問　白井孝市（田原町長）、鈴木愿（愛知県議会議員）、岡本勝（田原町農業協同組合代表理事組合長）�
●事務局　田原町役場総務部（企画室）菰田稀一（総務部長）�
�

　多額な費用を要する海岸保全事業の継続的実施には、国土保全・防災面に加えて、表浜海岸の持つ多面的価値の創造を
行い、投資効果の向上を図る必要があります。�
�
�

ソフト事業�

ハード事業�

ハード事業�

ソフト事業�

◆農地基盤に関する実体調査（町事業）　◇農村基盤再整備に関する調査：表浜地域全域（Ｈ11）�

◆農村・農地の整備（町事業）　◇農村総合整備事業：神戸地区（Ｈ11～）�

�

　道路・排水・農地区画・ため池などの農業基盤に加え、集落環境を含めた総合的な整備促進を図る必要があります。�

実現に向けての動き�

実現に向けての動き�
（平成10年3月策定の海浜・崖森エリアの基本計画）�

町教育委員会主催の健康ウォーキング大会（Ｈ10神戸海岸）�

協議会活動の経過�
�

協　議　会　組　織（平成12年7月現在）�
�
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�　Vol.2 潮騒�

表浜写真館�

ホテイアオイ  Eichhornia crassipes��

世界の暖地に雑草として生育する南アメリカの原産の水草（ミズ

アオイ科）で、長い根をおろし、また枝を横にだしてふえる多年草。

この写真は、平成10年10月、神戸の越水池に繁殖したホテイアオイ

が一斉にうすむらさき色の花を咲かせたようすです。�

発行：〒441‐3492 愛知県渥美郡田原町大字田原字南番場30番地1 TEL0531‐23‐3507  田原町太平洋岸総合整備促進協議会（事務局：田原町役場企画室内）�

第2回表浜自然ふれあい�
フェスティバル�

写真提供：須ヶ原光弘�

Omotehama Photo Gallery

平成12年度事業計画�

再生紙を使用しています。�

日時●平成12年10月28日（土）午前9時～午後1時頃�
　　　※悪天候の場合は11月19日（日）に延期�
場所●表浜一帯（メイン会場は百々海岸）�
内容●清掃活動、地引網、太鼓演奏ほか�
目的●表浜の良さ、浸食等の現状を広く知らしめ海岸整�
　　　備の促進を図る。�
�
�
・海岸保全施設の整備：愛知県土木部�
・海岸治山事業：愛知県東三河事務所�
・海岸駐車場の整備〔百々海岸〕：田原町経済部商工課�
・海岸進入道路の整備〔大草海岸〕：田原町建設部土木課�
・農村総合整備事業〔神戸地区〕：田原町経済部農政課�

　平成11年10月23日（土）
午前9時半から表浜海岸全
域でごみを拾ったあと、大漁
旗と横断幕が飾り付けられ
た大草海岸に約800人が集
合し、地引網、石焼イモ、潮
騒鍋、太鼓演奏が行われま
した。�
�
�

◆第3回表浜自然ふれあいフェスティバル �
�

主催事業�

推進事業�
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